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取 組 事 例 名 『可部っ子花いっぱい大作戦』 

取 組 の ね ら い『キーワード：地域貢献』 

・可部中学校区の小中学校が連携して取り組むことで，すべての児童生徒の明るい町づくりに貢献して

いこうとする意識を高める。 

・飼育･園芸委員会とわかたけ委員会（運営委員会）でプランターに植え替えをし，日々の世話を続けた

パンジーの花を可部南小近隣の公共施設等に飾っていただく活動を通して，地域との交流を深めると

ともに，住みよい環境づくりに取り組もうとする意欲を高める。 

取組の具体的内容『キーワード：連携と協力』 

・ 5 月…前年度に届けたプランターの回収を行う。（飼育･園芸委員会・わかたけ委員会の児童） 

・12 月…飼育･園芸委員会とわかたけ委員会で協力して，パンジーの苗をプランターに植え替える。 

     

  飼育･園芸委員会の児童が日々の世話を行う。 

 

・ 1 月…届け先の施設に依頼書を届ける。（担当教員） 

    わかたけ委員会がプランターに添付するメッセージの作成を全クラスに依頼する。 

・ 2 月…飼育･園芸委員会とわかたけ委員会の児童がプランターを持って各施設を訪れ，簡単な贈呈式の

もとでパンジーの花の受け渡しを行う。 

    可部中学校生徒会の生徒を迎え，プランターの交換を行う。 

取組の課題・創意工夫『キーワード：子どもが主役』       ○創意工夫  ▲課題 

○飼育･園芸委員会のみで実施するのではなく，わかたけ委員会（運営委員会）と連携することで代表委 

員会を通じて，プランターに添付するメッセージの作成を全校に呼びかけることができた。 

○パンジーの花の受け渡し式を児童が中心になって行うことで，主体的に取り組もうとする態度を育て 

ることができた。 

▲花を育てたり世話をしたりする期間が短く，作業も少ないため，自分達が育て上げた花という実感を 

児童が十分に持つことができていない。 

▲委員会活動の日しか活動ができないため，日程や活動内容に幅をもたせることができにくく，活動時 

間も制限され，児童の考えを十分に取り入れるまでには至っていない。 

取組の成果（効果）『キーワード：地域とのつながりを創る』 

・「可部っ子花いっぱい大作戦」が始まった当初は， 

小学校の児童と中学校の生徒が一緒にプランター 

への植え替え作業を行ったり，学年で植え替え・ 

水やり・プランターの設置を分担したりしていた 

が，特定の学年や教職員の負担が大きいためか活 

動がやや形骸化していた。そこで委員会活動，児 

童会活動として位置づけ，すべてのクラスにメッ 

セージの作成を呼びかけることで，可部南小学校 

全体での取り組みであるという意識を高めること 
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に繋がった。 

・届け先の施設の方に大変喜ばれ，贈呈式の様子を写した写真や児童からの手紙を掲示していただいた 

り，施設内を見学させていただいたりして，児童との交流を深めることができた。 

・どのクラスにおいても，プランターの花を世話してくださる施設の方や花を見てくださる地域の方を 

意識してメッセージを考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プランターの花の贈呈後の児童の反応は，「可部っ子花いっぱい大作戦」をやってよかったと答えた児 

童が９１％，来年もやった方がよいと答えた児童が８６％であった。 

今 後 の 展 開『キーワード：広げる・深める』 

・「可部っ子花いっぱい大作戦」の意義を学校全体に浸透させるために，学校放送を活用して，活動の意 

味や内容を伝える時間を設定する。 

・花を植えたプランターを届けることで，「可部っ子花いっぱい大作戦」の活動が終わるのではなく，地 

域を明るくするために，この活動がどのように役立っているかを飾っていただいた施設への追跡取材 

を通して明らかにし，そのことを学校全体に知らせていく。 

・「可部っ子花いっぱい大作戦」の活動をきっかけにして，多くの児童が地域にある施設への理解を深め 

るとともに，施設で働く人やそこを利用している人との交流を深めることができるような活動にして 

いきたい。 

他校へのアドバイス『キーワード：変化に対応できる特別活動』 

活動の規模を大きくし過ぎたり，イベント化に走り過ぎたりすると，取り組みの形骸化を招き，過度

な負担感ばかりが増大し，活動自体が長続きしません。児童の実態や地域の実情に対応できるような幅

のある活動を考えていくことが必要です。児童･生徒にとって本当に意味のある活動なのか，地域全体に

貢献できているのかなど常に振り返りながら，いつでも変えることができ，機動的に取り組める特別活

動を創り上げていくことが大切です。 

 

  


